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[はじめに] 飲酒運転防止車載センサ開発に当たり、飲酒後の光電脈波(PPG)信号解析に対するｽﾍﾟｸﾄﾙ
強度比領域(SIRZ) の精度の向上が課題とされている[1]。この課題を解決するため、脈波の非線形モデ

ルを導入して信号解析した結果を報告する。 

[実験方法] 平常時、飲酒時、喫煙時、運動時における指で計測した PPG波形を FFT処理し[2,3]、
FFT ｽﾍﾟｸﾄﾙ強度分布の比較評価を行った。光源には赤外 LED(λ∼935nm)を用いた。ｱﾙｺｰﾙ摂取、喫
煙条件はこれまでの報告[1,3]と同じである。 

[評価手法]脈波信号のｽﾍﾟｸﾄﾙ強度が非線形成分を持つことは既に検証済み[4]であり、特定の非線
形モデル[5]からｽﾍﾟｸﾄﾙ強度の特徴の抽出を試みた。提案する非線形モデルでは、1Hz付近の脈波
基本波ｽﾍﾟｸﾄﾙ(Ip)に加え、第二高調波ｽﾍﾟｸﾄﾙ(I2h)、0.3Hz付近にピークを持つ呼気ｽﾍﾟｸﾄﾙ(Ib)などを
扱える。 

[結果と考察] 図 1に、各条件での脈波のｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比(Rb2=Ib/I2h, R1b=Ip/Ib)を用いて相互関係をシ

ミュレーション解析した結果を示す。既報告[1]のように飲酒後 2 時間以内であればスペクトル強度比は特

定領域(SIRZ)に集まる傾向にあり、実験結果を再現することができた。それぞれの実験条件で、モデルの

パラメータは異なり、これらを抽出することによって、新たな飲酒判別条件を得られることが示唆される。し
かし、呼気ｽﾍﾟｸﾄﾙ強度に関しては非線形モデルが実験結果を再現できない場合があり、運動時に
おいては主脈波ｽﾍﾟｸﾄﾙの不一致が顕著になるなど、モデルの一部見直しが必要であることも明ら
かになった。 
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図 1. 脈波のｽﾍﾟｸﾄﾙ強度比分布 (非線形信号モデルによる注出結果) 
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